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樹木、岩石、 山岳、河川 、動物、 人 問といった各種 の点景 と生 き物のなかに
配在す る各様の人物が ある。 こ㌧イ スパニ ヤの土地に眼 をすえ る時、 その全体
の なかに、 ひとつの群像 を見出す 。意気揚々た る騎手 をその背に乗せ た、 さっ
そ うた る騎馬の群が それで ある。
イスパニヤ文学は、 由来 、写実 とユーモアがその主 潮 となってい るので ある
が、 これを経糸 と見れば、 神秘主 義文学 な どとと もに、騎士小説 は、緯糸 とし
て イスパニヤ文学史の特長 を織 なしてい ると見て よかろ う 。
騎士小説 は、騎士道精神か らくる一個 の文学的所産で ある ことは、 い うまで
もないが、 ひとし く偉大にして光輝にか 団や く騎士 の群 とい って も、あるもの
は回国放浪 の徒で あ り、 他の もの は宮仕えの人士で あ り、また、ある ものは正
気 であ り、 他の ものは狂気だ った りだ し、 ある時 は高 尚典雅の気品が た ㌧え ら
れ るか と思えば、 時を変 えれば残忍無情 の場面 を現 出 した りす る。聖者 あ り逃
亡者 あ りで、正義の器 も、時に追いはぎに身 を変 じた りす るので ある。
と もあれ 、鉄の武 具で身 をかため、剣 をおびて立つ一一群の人物像、 それは一
見 して識 別 され ると ころで、 イスパ ニヤ文学 の一断面 をのぞかせて、 他の ヨー
ロ 。パ文学 を画 し、 なにか深刻に して永 遠の相 を残 しているかの よ うで ある。
イスパニヤは、 事実、 もっ と も忠順で熱情的 な ヨーロ ッパ諸国民 のなかのひ
とつ として その特性 をそなえ、 強 じん執 よ うに現 在にいた るまで も、往古の勇
壮高 まい なる叙事詩 的尚武の精神 を保持 して きてい る。10世紀 、11世紀 および
12世紀 におけ るカス テ リヤの叙事詩 を生 んだ思想 と感情の結果 は、 その後の詩
的表 白を とおして、 中 世紀の あいだを生 きのびて近代 に至 り、代々に時代 的傾
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向 とし好を取 り入れ、 いよい よ新 しい型態のなかに、叙事詩的伝統 の返 り咲 き
を遂 げん とす る。ご く近 くは、1936年には じまる内乱申、 世 界 の 人 々 の 眼 前
で、 数 多 くの、彼 らのいわゆ る殉教者的 と観念す る英雄た ちの血 を流して、そ
の国土の上 に く りひろげ られ た悪夢の よ うな戦 闘と行動のなかか らも、 古 くさ
く、 かびが生 えてい ると思われていた叙事的武勲物語歌につなが る胴体が認め
られだはずである。 あ らた なイスパニヤ詩人の胸の高鳴 りを、国土 の 自由と独
立の ためにたち上つ た統領(caudillo)とその兵士 たちの英雄 的い さお しの 賛
歌 を、 そして、 さ らに深い宗教的感動をよびお こした内奥の声を、昔の武勲物
語歌を もの した名 もな きイスパ ニヤの古人たちとと もに、 思い出 さざるをえま
い。そ うい うところか ら、20世紀におけるイスパニヤのいわゆ るロマ ンセー ロ
の所在 も、おのず と定 め られ る ものが あるといえ よ う。
古い武勲物語歌 か ら、 ロマンセ ーロの重要 な る部分が 、今 世紀において、い
かにして生 れたか。 また、近代のれい明期に さかのぼ っては、い かに して、 そ
こか ら国民劇が生 れて、 ロマ ンテ ィシズ ム時代に叙事詩的騎士道精 神が再び芽
をふ くに至 るか を検 討 す るな ら、 そ こか らわれわれが判 断し うることは、 ヨ
ーロ ヅパの諸国民 申 イスパニヤほ ど、 真に国民的文学 を、常 に 叙 事 詩 的 文 学
を、 そしてまた、騎士小説 を生 んだ国民は、ほかには あるまい、 とい うことで
ある。
確固た る、 不断の基盤 として イスパニヤ交学が もちつ ゴけて きた ものは、民
衆英雄的 なその詩 歌で ある。 それ は、十分に民衆 を感動 さ すに足 る貴族的芸術
で あると同時に、 社会的上層の心 を吸 引してや まぬ民衆 離 芸術 で あった。 この
国 の歴 史において、 もっと も深刻 な国民 的危 局に立 た さ幻 に過去 を案ず るに、
一 他の国において も、 お なじ例 が見 られな くは ないが一 一民衆 と貴族階級が
理 想 を同じ くして、 全 く不離不即 の場 をつ くってい る顕寒 な歴 史的事実が 見ら
れ、そ こに上記の理 由の背景に 肯かれ る ものが あると思わ ■る。
「イスパニヤ本来の叙事詩はその ま ～民族詩 とい うこと こな るが 、 そのわけ
は、それがすべ ての人の詩で あるか らで あ っ て、 作 りミ(autor)と聴 き手
(oyente)と語 り手(recitante)のそれぞれの ものが、 一 つの詩 のために一体
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の形 を な し て 協 力 す る こ と を惜 し ま な か っ た か らで あ る。」と 、 か っ て 国 立 図書
館 長 の 職 に あ り歴 史 家 、 文 芸 批 判 家 と し て 令 名 の あつ た メ ネ ンデ ス ・イ ・ペ ラ
ー ヨ も説 明 し て い る 。 引 用 の つ い で に 、 こsで 、1856年に ベ ル リ ンで 「ロ マ ン
セ の 最 盛 期 と そ の 成 果 」 な る一 書 を 、 コ ン ラ ー ド ・ホ フマ ン と共 著 で 出 して い
る著 名 な ドイ ツの イス パ ニ ヤ文 学 者 フ ヱル ナ ン ド ・ホ セ ・ ウ ォル フ が 云 って い
る こ と を も付 け 加 え る と 、 「イ ス パ ニ ヤ文 学 の もっ と も独 創 的 で 特 長 的 な宝 庫
で あ る ロマ ンセ ー ロ は 、 騎 士 な る人 の た め に 作 られ た 騎 士 の 詩 で あ っ た 。】と い
う こ とで あ り、マ ヌ エ ール ・デ ・モ ン ト リウ もま た 、 これ と全 く意 見 を お な じ く
し て 、 「歴 史 的 進 展 の 全 体 か ら考 え て 、 イ ス パ ニ ヤ 文 学 の もっ と も重 要 に し て
独 創 的 な地 帯 は 、 騎 士 の た め に 騎 士 に よ っ て 作 られ た る文 学 で あ る 。 」 と 断 定
して い る 。
この 騎 士(caballero)の概 念 は 、実 は 、 イス パ ニ ヤ民 族 に と っ て は 、 す で に
伝 統 的 な もの と なて っ い る もの で 、 教 養 層 に と っ て は、 意 識 的 に な が らえ て き
た と ζ ろ の もの な の で あ る 。 戯 画 の 形 で 、 し ご く空 想 的 な語 り ぐ さ を し る し て
い る二 人 の 作 家 、 バ ル タ サ ー ル 。グ ラ シ ア ン(1601-58)とマ テ オ ・ア レマ ン
(1547-1614?)の手 に な る 「うる さ 型 」 と 「グ ス マ ー ン ・デ ・アル ファ'ラー チェ1
の な か に 、 そ れ ぞ れ 相 似 た個 処 が あ る の で 、 そ れ を ひ ろ っ て み る と 、 一一 イ タ
リヤ に 着 くな り鼻 高 々 と客 分 の 身 に お さ ま っ た 靴 屋 が あ り、 さ っ そ く、 そ の 国
の 言 葉 で 、Setuttisietecavalieri,chiguardalaP6cora?(あん た が7、 み ん
な が 騎 士 とい うん な ら、 い っ た い 、 ど な た が 羊 を み るん だ い 。)と き くの で あ
る。 そ して 語 を つ い で 、 イ ス パ ニ ヤ 人 は な、 み ん な が 高 貴 の 人 だ っ て こ と よ 、
と説 明 す れ ば 、イ タ リヤ人 は 、Signore,inSpagnachiguardalaP6cora～(す
る と 、 あ ん た 、 イス パ ニ ヤ で は 、だ れ が い っ た い 、羊 を み る ん だ い 。)と 問 い か
えして くる。そ こで、 くだん のイスパニヤ入の答 えていわ く。 「イスパ ニヤで
はな、 他国 のよ うに畜生 も下 衆 もないの さ。 イスパニヤじや、みん ながみんな
貴 族 なのよ。」
イスパニヤは、事実 、その丈学の なかで 、 たえず騎士道の理想 にむ かって忠
勤で あった ことを示 してい るのだが、 あ らゆ る不運に立 ち向い、 あ らゆ る災や
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くに めげず、ご う居不屈 の仁侠 の士 として、 正義の擁護者 として、 この上 ない
強情 さを発揮 す る彼 の ドン ・キホーテも、かいぎや く的屈折 をま じえつ 》、古い
騎士道の叙事詩的英雄だましいにつ く、 いわば イスパニヤ文学の頑強 な レジス
タンスの反映にほか な らないので ある。
真に イスパ ニヤ的、独創的 と称 し うる文学的 ジ ャンルは、 と云 えば、前に ち
よっと触れ、 後段で も述べ るロマ ンセー ロで あ り、国民劇で あ り、神秘主義文
学で あ り、また悪党小説で あるのだが、その代表的 価値 のとお り、 ドン ・キホ
ーテのなかには、騎士道精神に加 えて、 それ らそれぞれの要素が蔵 されてい る
ことは、知 らる ㌧ごと くである。
人間の、 ある心 の傾 きをあ らわす表 象的人間像 として、 イスパニヤ的性格か
ら創造 されたいか なる文学的人間の典型が あるか とい えば、 それ は、悲 劇的英
雄 エル ・シ ヅドで あ り、 フェル ナン ド・デ ・ローハスの 「カ リス トとメ リベ ー
アの悲喜劇 」申に出て くる老婆 ラ ・セ レステ ィーナで あ り、 ガル シーア ・オル
ドー二 。ス ・デ ・モンタルポの手に なるアマデ 、一スで あ り、 イスパニヤ社会
の生んだ特殊 な愛すべ き悪党エル ・ビカロで あ り、 また ドン ・キ ホ ー テで あ
り、 ドン ・プア ンで あろ う。 この うち 「アマデ ィース」は、1508年の出版で、
騎士小説 の代表作 といって よい。 騎士道精神を証 してわれわれに見せて くれ る
ものは、 無論 この国の文学史の上 にだけにはと ゴま らぬ。 もし、歴 史的実在 の
世界に イスパ ニヤだま しいを具現 してい る曲型的人間をたずね るな らば、 それ
は、 前記せ るエル ・シ ッドの名で知 られ るル イ ・デ ィアス ・デ ・ビバール を別
にして も、 エル ・グラン ・カピタンあ り、 エル ナン ・コル テースあ り、ガル シ
ラーソあ り、 ロペ ・デ ・ベ ーガ あ り、 サ ン ・フランシス コ ・ハ ビエール(ザ ベ
リヨ)あ りサ ン ・イグナシオ ・デ ・ロヨー ラあ り、 サ ンタ ・テレーサ ・デ 。ヘ
スースまた然 りで ある。
歴 史的現実の場において、 われわれが見 る騎士 の相 は、エル ・シ ッドに あっ
ては下臣 として、 エル ・グ ラン ・カピ タ ンに あ っ て は 統 領 と し て、 エ ル ナ
ン 。コル テースに あって は 新 世 界 の 征 服者 として、 ガル シ ラー ソに あ っ て
は詩 人 と して、 ロペ ・デ ・ベ ーガにあっては劇作 家として、 サ ン ・フ ランシ
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ス コ ・ハ ビエール にあって は伝 道者 として、 サ ン ・イ グナシオ ・デ ・ロヨーラ
に あ って は 聖 者 と し て、 し か し て サ ンタ ・テレーサ ・デ ・ヘスースの、げ
に も雄 々し きたま しい に あ っ て は 神秘 家 として顕示 されている。 そこで、 イ
スパ ニヤ文学の上での作品や作家に新 しい評価 の眼、 つ ま りあ らゆ る時代の イ
スパ ニヤ社会の思想 と感情 の基底 につ なが る表現 上の類別 とか、 価値判 断 とい
う段 になれば、 この騎士の タイプは、 なかなか有効 な役 目を果すか も知 れ ない
ので ある。その きざしは、 すで にあるので、黄金世紀 のイスパニヤ文学 に精通
してい る ドイツの著名な歴 史家プ ファン ドルに よって着 々進 め られている。
と もあれ、騎士の タイプは、 イスパ ニヤの国民的意識 の重要な中心 的位置 を
占めてい ることは、 否定 しえない ところで ある。前に引用 したウ 。ル フの言葉
を、再び借 りると、 「イスパニヤ人は、 めいめいが戦士で あった。 めいめいの
戦士 は、 高貴で あった。 しか して、高貴 なるひ と りの イスパニヤ人は、祖国イ
スパニヤの騎=士であったので ある。」民衆 的な騎士の観 念が、 この言葉 に よっ
て も想察 され ると思 う。
さち に、付 け加え なければな らない ことは、 イスパ ニヤ文学の黄金 世紀にお
の
い て、騎士道 の理想 とイスパ ニヤだま しい の同一化 を早め、 その発展 の道 をた
ど る結果、 当時の キ リス ト教的信仰に没入 してゆ く姿が見 られ ることで ある。
す なわち、 騎士 の性格、態度、観 念のなかに、キ リス トの受難 とか、聖体 とか
の 玄義が、 と 団こお ることな く吸収包摂 されてい く成長 の相 と、精神的 自己統
合 と完成化の形が認め られ るので あって、 わが国の場合で あれば、 ちよ うど禅
的 修業 と武士道精神の接合一致 も思い あわ されない ことはなかろ う。
'文学 の 上 に これ をたずね ると、 ロペ 。デ ・ベーガは、十 架 上 の キ リス ト
を、傷つ ける一個の勇敢 なる騎士 と見 るとい うことになる。
igui6nesaquelcaballero,
HeridoportantasPartes,
Ωueestadeexpirarmuycerca
Ynolesocorrenadie'?
(処きらわず傷 を うけ、
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息 引 き と らん 今 わ ρ 時 、
彼 の 騎 士 果 し て な に び と そ 、
救 い 出 だ さん 人 もな き。)
聖 体 に つ い て は ま た 、 人 の 眼 よ り逃 れ ん とす る 騎 士 と し て の キ リス トを 見 る
の で あ る。
Caballerodisfrazado,
Aunquemasdisimul6is,
Nodigoyoqueosveran,
Masqueoshandeconocer.
(こよ な く巧 くつ くろ え ど、
姿 を変 え た る騎 士 な る ぞ 、
見 破 らる ～とは 云 わ ざれ ど、
あ ま ね く知 らる 、こ と な らん 。)
皿
エル ・シ ッ ド・カンベ ア ドールその人が生 きたのは、1026年か ら1099年まで
で、 イスパ ニヤの叙事詩 の最古の記念物で ある 「エル ・シ ッド」が出来 あがっ
たのは、普通、それ か ら約40年後 と見 な されてい る。
貴族階級に統治 されていた当時の社 会のなかで、 序 々にその勢力 を伸長 しつ
㌧あったのが 、 特別の軍人 よ りなる執政団で あった。戦 いによって、 その階級
的地位が向上 していった ことはい うまで もない。 へいぜ い、若 き戦士 たちは、
あるいは警護 に出 、あるいは常時君主 について、 その供に従 ったに相違な く、
彼 らが、 板上 に坐 し、宮殿 や城 さいに眠 り、 ろ くを もらって、生涯 、忠誠 を守
ったで あろ うことは、 お そ らく、他 の国々における当時の様子 と余 りへだ ㌧る
と ころは あるまい と想像 され るが、 こ ＼においては全 く、任意の契約に頼 る独
特 の人間的相互関係 とで もい 、うるつなが りで あった らしい。 つま り、ご く素
朴 な意味で、 主 従間の武事 についての間柄は、 そのま ㌧君主 と人民 との間の ひ
護、 忠順 とい う崇高 で、 自然的 な感情 に置 きかえて理 解 されて もい ＼もので あ
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った。往時、騎士 た ちは、武具を身につけ、 騎馬で戦場へ お もむ くのが常で あ
ったが 、彼 らには、また、供す なわ ち従者が添 うのが な らわ しで 、 その者は騎
士 の身 を守 らん と、ひいては主君のためにな らん と、 好 き勝手 に寄 り添 うて く
る者 たちで あった。
民衆的英雄詩が、 戦 いを称賛 高揚す る こと億 い うまで もないが、 それはあ ら
ゆ る徳行の うち、 勇猛 と果敢 と、忠誠心 と犠牲 と、また、危険 を もの と もせず
身 をていす る雄 々 しさと、 死 を寸前に控 えて さえ も、あわてず、驚かぬ沈着を
ば、第一 等の位 置に お くので ある。
血統、純血 、それに国家の名誉 と栄光 、一一 これ らの ものは、 い まだ市民道
徳 が生れず、いわんや民主的 モ ラル も現 われていなかった当時、 高貴 な る もの
に誇 りを もつ戦士た ちの一挙手一投足 を動かす理 想で あったので あって、 自治
都市の 自由 と権力 の出現 を、 その後に見 ることにな る。
さて、物語 歌の口伝が、 年月 と 、もに伝説 などを形成 してい く過程 を考 えれ
ば、その重要性 は見逃 しえないの で あるが、 それ らの集積か ら、混 とん の期 を
へて、 英雄詩 の創造 の機が生れ ると思考 するのは、理 由のあるところで、その
形 式や内容が容易に発展、転化す る ものを もってい るか ど うか も、 大事な点に
相違あ るまい。
死後わずか40年程 に して、民衆的叙事詩のなかに歌 い こまれ た、 かの歴史的
人物 エル ・シ 。ドも、fCとえば、14世紀にひ と りの無名詩人が、 その壮大 な事
業 についてつ ダった武勲物語畝のなかでは、事実、 伝説 のなかに埋没 されて し
まってい るかの ごと き感を覚 え る。
.およそ、民 衆的英雄 詩を考察す るに、 卓越 非凡 な人間 な り、性格 な りを着想
し、 これ を生 み出す ものは、英雄 の存在 と、その活動、事績 である ことは、論
をまたない。 そして、彼 らの少年時 の ことに なると、 いずれの国における もお
な じこと、相似た点 が見出 され るので ある。す なわ ち、 ある時期 における厳格
酷烈の しつ け とか、 自己教育な どに よって、武人 としての素質 や指揮能力 や宣
ぶの才な どが発現 されていった ことで ある。 エル ・シ ッドもまた、そのよ うな
英雄のなかの第一人者である。 彼 の父 デ 。エゴ ・ライーネスは 、ゴル マース伯
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か らうけた あだ を復 しゆ うせん ものと念ず るが、 すで に寄 る年波で 、みずか ら
の手でそれ を果す ことの不 可能 なるを悟 り、 四人 の息子 をひ と りつ ＼呼んで、
自分の望み を果 して くれ るよ うに、心 申を打 ちあけ、 それ を受 けいれ しめるし
るしに 、力 い っ ぱ い 息 子 た ち の 手 の指 を かむ。 上 の三 人の子供た ちは、親
のその所行に悲 鳴をあげ、不平 を こぼす。が 、 い ちばん 年 歯 の い か ぬ シ ッド
は、あだ うちの念 を燃 して 、 父デ ィエゴ ・ライーネスに、おん身 に代ってやつ
に一撃 を加 えましよ う、 と誓 うので ある。父 は無 論、 満足 して、彼 こそわが家
に侮べつ を与 えた ものに対 す る復 しゆ うを仕遂げて くれ るのだ といって よろ こ
ぶ。一 一こ ㌧に あ らわれ るシ ッドは、 実は、他の三人の兄 たちと腹 を異にす る
庶子で あるが、 これ もヨーロ 。パのほかの国 々の叙事詩 に よ くある ことのよ う
である。
それ ぞれの民 族の叙事詩 に出て くる英雄 は また、 どん な肉体的苦痛に も堪 え
るほどの我慢 と怪 力の持主で あるのみな らず、 思わぬ災や くを前 に して も、絶
対 に冷静沈着 を失わ ない度 胸O'持主で、 物 に動ぜ ぬ面 のなかに、躍動 的な印象
を とS'めている。苦痛 を眼の あた りにして、 英雄 たちの もつ、 この心 の静ひつ
は、た とえば、 「ラー ラ王子 らの武勲」のごと き古詩の なかの人物が身 をゆだ
ね る涙や悲嘆や絶望 に くらべ ると、 著 し く対照的の よ うに思われ る。大 胆 と勇
気 と、名誉 への喝望 などのほか に英雄 たちの ものになっていた身 上は、 かん智
で あ り、粘着力で あ り、着実 さで あ り、 雅量で あ り、また、 寛 容 で あ っ た ろ
う。
で は、女性が英雄 の生涯 のなかにあ らわれて果す役 割は、 ど うで あろ うか。
概 してい えば、 それ は両極の立場で出て くる。す なわ ち、光明の天使 か、悪魔
と し て で あ る。 これ も、いずれの民族で も、余 りかわ ると ころが ない。ギ リ
シヤ神話 に例 をとれば、 オデ ィセ イの貞淑 な妻 ピネ ロツピやエデ ィポの娘 アン
テ ィゴナに対す るアルセ ステ、旧約では、 自分 の種族 を虐殺か ら救 った女王 エ
ス テルに対 す るアハ ブ王 の放 らつな妻 イゼベ ル やサムソンを裏 切った 妻 デ リラ
などが それで あって、 イスパニヤの民族詩の なかで も、 ドニ ャ・ヒメーナや ド
ニャ・ソ ール や ドニャ・エル ビー ラの ごと き貞女がい るか と思 うと、 他 方 に
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は 、 ガル シ ・フ ェル ナンデス伯 を病床に捨ておいたま ～、 一 フランス人 と恋 の
逃避 行 をし、 遂 には、その フランス人の娘か ら共に殺 され る こ とに な る ドニ
ャ・サンチャのよ うなかん嬬 もい るとい うもので ある。
戦 いの ことになると、 どの国民的叙事詩に あって も、 多 か れ 少 な か れ、 同
じ よ うな技 法 で 描 かれているよ うで ある。 戦争の詩 は、昔の詩人たちに、ほ
とん ど同 じ感情、 同 じ物 の見方 か ら、感 じ られ か つ 見 られ て 歌 わ れ た もの
㌧ご とくであ る。古代印度 の叙事詩 「摩詞婆羅 多」 と 「イ リア ッ ド」、 フラ ン
ス最 吉の叙事詩 「ロランの歌」と 「エル ・シ ッド」(わ が シ ッ ドの歌)と は、
それ ぞれ相通ず る ものが あるといわれてい る。すなわ ち、 戦 闘に先だ ってす る
全 能者への祈 願 、統領 たちの激励鼓舞 の雄弁 、戦士 たちのあげる と きの声、戦
場 に巻 きあげ る砂塵 、 わた り合 う剣撃の音、落馬す る戦士 たちのか らだ 、戦い
終 って戦野にお き去 られ、血 しぶ きの付 いた数 々の武 具、など……。
往古 の社 会の文 明を特長 づける族長 的性格は、 統領 と戦 士たちのつ なが りの
場 の なかに、 もっ とも明 らか な表現 を読み とる ことがで きよ うが、 こ㌧にい う
統 領(caudillo)は、イ スAOニヤ民族の性格的産物 と思考 され る もので、 彼 は、
下 臣にとって は長 で あ り、また父 で もあったわけで ある。
このよ うな権威 を有す る族長の意味が、 古い叙事詩 に出 る偉大 な英雄 の多 く
の ものに表わ されてい るので ある。 シ ッドもまた然 りで あって、彼 は実 に、戦
士 だ ちのなか の族長 で あ り、 族長 のなかの戦士だ ったので ある。前記統領 と戦
士 たちとの関係 は、 忠誠 と信 頼でつ ながれた じん帯 で 、全 くの自由意思によっ
て 、それに従い、時に放棄 され ること もあったよ うで ある。 この ことは、やが
て封建的 な きず なが、 愛 と同 情 とに よ って維持 されてい った先駆 を意 味しよ
う。 ともあれ、 ひ とたび君主 が勝利のた めに戦い を開始 し、その輩下はそれぞ
れ主 上のために戦場 にのぞむとい うことが、 大 きな社会的約束 として成立 して'
い くことに なると、 信頼に こたえる人間 として、助力者 として、統領 に よって
選 ばれた彼 ら戦士 た ちの忠誠心に よるつ なが りが、 どの よ うな もので あったか
は、ほ ゾ察知 し うるので あって、彼 らはすべて、統領 を申心に、真に一 家族 を形
づ くっていた もので、 「エル 。シ ッド」の なかで も、 輩下の ものはみ な、ま こ
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との兄 弟 として、ま ことの父 のごと きその統領に対 してい るのである。
口碑 の原始的叙事詩に あっては、その精神的環境 を考え るに、後見者 とか、養
育 に当 る ものの もつ役割 は、 きわめて重要だ った と考 え られ る。すなわち、上
流家庭 の子弟教育にあたっては、その父親は、輩 下のなかか ら、そ う明にして学
才 ある古老を選んで、 これに当 らせ るのが実状で あった。 「ラー ラ王子 らの武
勲 」に出 るヌー二.・サ リー ドなどは、その役割 を果 してい るといえよ う。 こ
の よ うな人物には劇的興味が そ ＼がれ る場合が多いので ある。
民衆的英雄詩の なかでお 目にか 、る他 の人物は、従者 であろ う。 もちろん、
ヨーロ ッパ文 明が、騎士盛行 の時代に入ってか らの ことに くらべれ ば、 比較に
なるまいが、 ともか く、叙事詩 の作者 たちは、回国の騎士が現われ る処には、
必ず といって よいほど、かっ好の従者をそえてい る。 彼 は、才気に たけ、 あ ら
ゆ る手段計略をよ くす る人物で ある場 合が 多 く、 したが って、時に、 その主人
の生命 を危機 か ら救 った りしてい る。18世紀 の騎士小説に出て くるシ フ ァール
の従者 リバル ドも、それで ある。 英 国に もその例 が あって、古い民謡にその名
も高い、 弓の巧み な伝説的義賊 ロビン ・フ ッドのそばには常に リ トル ・ジ 。ン
がついていた。
ところで 、忠誠心や高貴性が高揚 され ると ころ、 その反面 には、虚偽 とか卑
劣 とか裏切 りとかいった背信行為が招来 され るの も必然で あろ う。裏 切者が 英
雄 の代役 に回 った りして、 それが詩人 の腕にか ～ると、 水際立 った人物 として
描 かれ るに役立つてい るともい える。 アラビヤ人 のイベ リヤ侵入 を助 けた ドン
・フ リアンなどもその例 である。
英雄詩にお いて感興 をさそ うと思 われ る感情的要因 のひとつ としては、 復 し
ゆ うがあった。 それは、 た ゴに本能的満足 を充 す ものだ とい うだ けではない、
個 人の権威か らくる感情に よって、与 え られた義務 を果す ことで あ り、 また一
門の名誉にか 》わ る ことで もあった。 それは、昔の人たちには血 の負債 と考え
られていたので ある。だか ら、 どこの国の民族詩 に も、 恐 ろ しい復 しゆ うの話
が あるので ある。 前記 の 「ラー ラ王子 らの武勲」や 、エル 。シ 。ド」 もその例
に もれず、 前者には、 ムダ ルラなる男の あだ打 ちが生 々と散文的に描写 されて
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いる。後者について はすでに述べ た。
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以上述べて きた ところによって、 大体 なが ら、 イスパニ ヤ の歴 史 を た ど っ
て、騎士道文学 の系譜 のは じめに さかのぼ り、 その発生 当初 に英雄 たちに着取
す る ことので きる特長 的 な性格形成 の因子を理 解す ることがで きると思 う。 歴
史家によっては、 英雄詩 と騎士道詩 を分 けて時代的区分 とし て い る 向 も あ る
が、要す るに、英雄 に代 えるに騎士 を以てすれ ば、 民 族的背景の なかの イスパ
ニヤ的文学す なわ ちロマ ンセの大体 の姿が うか び上って こよ う。もっと も、一層
厳 密にい うな ら、個人 めいめいが、民族 の声に絶対的態度で耳 を傾 け、 血 の命
ず ると ころに従 って、 民族愛か国民的感情 ないしは、本能か個人的激情 かに訴
え る以外の理 想は、 これ を有 しない とい う人生 観に支配 された ものが、 英雄詩
で あるとす るな ら、 他方、騎士道詩 は、血 とか民族 とかの きはん束縛 を脱 し、
各個 その権威 か らくる良心 を人 間に付与す るとい う新 しいお きて、 あ らたな モ
ラルの影響の もとにで き上 った ものだ とす る ことがで きる。 このお きて、 ある
い はモ ラル とは、 もちろん、 キ リス ト教 のそれ なのだが、 これがた めに、各 自
の霊 性にみが きがかけ られ、 戦争の渦中に きずかれて きた古い社会の慣習 を見
る眼は、 創造 の主 か ら出た最上 の動物 と見 る人 間観か らすれ ば、しご く、野蛮
な ものに観念せ しめたので あった。そ こには じめて、霊化 された女性、つま り、
すべての弱 きものの生 けるシ ンボル と、 人 間生活 の理想にまで 引 き上 げ られた
婦人 に対 す る儀 礼の心 が芽生え るわけで ある。 英雄変 じて騎 士 とな り、勇士代
りて紳士 となるので ある。
実 際、 イスパニヤの古い時代 の文学 を、 前に述べ た二つの区分で考 える こと
は、妥当で ないか もしれ ない。 とい うのは、 英雄 詩 と騎士 道 詩 の 二 つ の 潮 流
は、ひとつに なって流れてお るので あって 、混 とんた る神話、 伝説 の なかに も
現 われかね ない よ うな往古の英雄的人物の雄大 なる野性 を、 簡単に分離 して考
え る.ことはむずか しいか らである。Ut
シ ッドのなかに も、 ゲル マン的英雄の荒々 しい狂暴性 の片鱗 をのぞかせては
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い るが、 彼 の人間のなかにひそむ深い ヒ ューマ ニズ ムときん度に よって、 それ
は十分に あが なわれて 余 りあるごと くに写 されてい る。 灰 の下に、素朴 な時代
の埋火 を、い まだに赤 々と燃 やし続 けているかの ごと き、 不詳 の作者 の手 にな
るこの 「エル ・シ ッ ド」を読 めば、 主人公お よびその家族た ち、それに秀れた
輩下 の戦士 アこちの心 のなかに も、 キ リス ト教的精神が浸透 してお る ことがわか
るので あって、 詩的構成 とその雰囲気について も同 じことが感得で きる。
騎 士道 なる もの も、つま りは 社 会 的 約 束 で あ り、 普 遍的慣 習 として誕生 、
成長 してい ったといって よかろ うし、 そ うす ると、 もっと も重要 な ものは その
精神 と性格 に存す るので、 その他の規律 とかお きて とかいった ものは、 従 なる
ものと考 えて よい。要す るに それ は、11世紀 以 降 ヨPtロッパの上層にひろが
っ た精神的風士 のあ らわれだ ったのであ り、 一方 では、過 ぎ去 っだ時代の剛 き
不屈 の偉大 な る人間の子孫 た ちによって伝ぱ され 、 また、 日常 習慣 の洗練化に
よって誘発 された、 優美 な る もの、品格 ある ものへの あ こがれ を きず きあげ る
にいた る もので あ り、他方 、 キ リス ト教 的精神 か ら引 き出 され る人間的感情 の
もっ と も深 奥 なる もの、 霊的 なる ものへの傾倒 を生み出 さん と す る もの で あ
る。 このよ うにして、前の時代の、殊に戦闘時におけ るモラルは、 正義 を後だ
て として新 しい モラルに代 え られてい ったので あった。11世紀及 び12世紀にお
いては、騎士は全 くの典型 として、 高貴性 のた めにある存在 を もた らす。騎 士
は、 もと もと、 封建的家庭の次男以下 の ものが こ～ろざしたので 、彼 らには土
地 も城 も与 え られず、 剣一振 を持って戦 いの ことに従い、 あ るい は 宮 仕 え し
て、城 さい か ら城 さいへ、 宮廷 か ら宮廷 へ と居 を移 していたので あった。彼 ら
には立派な武具 をそなえるほ どの余裕 もなか なか な く、 一人前 の騎士 として必
要欠 くべか らぎる馬やたてで さえ、 これ を手に入れ るには余 りに も乏しか った
のが実情で あったが、 しか もなお、供奉 の者 として本来の役 目を果 さねばな ら
なか ったので ある。 た またま、金があった り、家系が よ く家財が あった りで こ
れを手に入れ ることので きる ものは、 儀 典な どの ある場合、年 とと もに、立派
な甲 冑を身につ けた騎士 として現われ た りした もの ～よ うで ある。 のちに、 ヨ
ー ロ ッパ ー 円 に わ た って、 ほとん どお な じ態様 の個定化 を もた らせ たのは、
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その形式尊重 の結果 で あった。 騎士たちの間か ら生れた高貴 性 とい っ た もの
は、血族か らくるそれ とは、 またおのず と異なって、相続 で受けつがれ るわけ
の もので な く、 みずか らの努力精進 と功績に よって得 られ た権威 をそなえてい
た ことは当然 で、 それは純粋に個人的 の高貴で あ り、 同時に理 想で あって、 そ
れはまた、 限 られた人間に属する ものでは無論 な く、ひ とつのモ ラルを守則 と
して厳 し く守 り通 した ものにか ゴや く属性で あったので ある。 い ～かえ ると・
名誉 、忠誠 、廉直 、誠実、 自由、親切、 勇気 などの美徳 の実 践者の もので あつ
たので ある。
IV
16世紀 の イスパニヤは騎士物 語の全盛期 を見 るが、 前述 した回国の騎士 その
ものが形 を とsの え るのは、 国土回復戦争 の刺 げ きに よる もので あろ うが、15
世紀 の初 めか らで あっアこ。 従 って、 イスパ ニヤ文学 に最 初に ロマンセが現 われ
る もの も同 じ時期 で、 武 勲物語歌が消え うせ た時代に続 くので ある。詩の文学
のジ ャンルの意味での ロマ ンセ とい う言葉 は、15世紀以前 には何 らの資料 も残
してい ない。だ 団、し るされた もの として最初に現 われ るのは、 当時の政治的
事Aに 積極的に関与 してその名 を得 た サン テ ィリヤ ・ー一・ナ侯(1398・一一1458)のも
の した書 簡申 においてs一ある。彼 は、軽べつ した調子で、 その作者 を 「最低 の
詩人 」と きめつ け、それを読む ものをば、 「奴隷 のごと き下賎の徒輩」な どと
断じてい る。そ こで、 名前 のわかってい る作者の手にな る最 占の ロマンセは と
い うと、 「ス トゥーニガの詩 歌集」のなかに出てい るカル バハ ール とい う詩人
の もの した二篇で ある。
こ ～で、 ロマ ンセについてい うと、 言語学界 のせ き学で、現 に アカデ ミアの
長 た るメネンデ ス ・ピダル は、 こ う定義 してい る。 「それ を簡単 にい えば、短
詩 型の叙情風 の叙 事 詩 で、舞 踊 の 際 とか 、娯楽的遊戯 ない しは、共同作業のた
めの人々が集 った際 などに、楽器に あわせて歌われた もの で あ っ た 。 」 つ ま
り、 ロマンセの特長 とす るところは、 長 い間に丹 念に、古い民衆的叙事詩 の記
憶 を収集 して、 その上 に躍動的 な生命を与 えて きた点で、 これは、中世紀 にお
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い て他の民族に 見出す もの と著 し く類 を異にす る もので ある。 ロ ドリーゴ王 、
ベ ルナル ド・デル ・カルピオ、 フ =ル ナン ・ゴ ンサー レス伯 、 エル ・シ ッドな
ど、古い英雄詩に出 る主 要人物 は、 多かれ少なかれ 、鋳形 をか えて ロマ ンセの
な かに生 き残 り、 忘却か ら救われてい るので ある。 これ をた とえば、14世紀の
フランスにおいては、 もはや古い叙事詩 のす ぐれたテーマは消滅 していた こと
に くらべれ ば、思いなか ばに過 ぎる ものが あろ う。
武勲物語歌た る初期 の救事詩が、 民族の心の なか に老化しは じめたその期に
あたって、 ロマ ンセが イスパニヤにお こったので あった。 要す るに、ロマ ンセ
は、武勲物語歌 として総合 された もの ＼断簡片語か ら成 っていた と思 える。 武
勲物語歌 といえば、 前に書いた通 り、わが国のいわゆ る語部 に相 当す る、す な
わ ち生々躍動 の調子で 旧辞印象 を伝 え る歌い手(語 り手)に 対 して、 それ を承
けて記憶 に と 団める聴 き手が あって、 各種物語 が、口頭で世々代々に保存伝承
され るのみ な らず、 その内容や形式が、時にはまたその双方が 、多かれ少 なか
れ改変 されて、原形 か ら離れていったで あろ うことは、 他 の国 の伝承文学 と余
りへだ ～るところはない。 ロマンセが、特別に民衆的文学の ジ ャンルとして考
え られ るわけは、 それが公共φ 場で歌い手に歌われた とい うことで・ その際、
聴 き手 のひと りひ と りの耳の働 きと、 想像力に同じよ うに訴え なかった ことは
当然で 、 漸次代 をか さねて繰 り返 され る うちに、 あ ら手 の 暗 し よ う者 は、 き
ひ た時の印象のま ＼に内容 と形式 をか えてい き、 ロマンセ中の一 そ う話 を、 あ
るい は切 り離 した り、 あるいは他 の ロマ ンセに付 け加 えナこり、 また、省略あ り
概括 あ りで、想像的潤色がほ どこされた こと も、 あ りえた ことで ある。 このよ
うに して、初 めは口伝で、 のちには紙片に書 きとめ、17世紀末 まで保存 された
ロマンセを集 めた ものが、 す なわちロマ ンセーロで ある。 この無 名の古人 よ り
出でテこる詩 の集大成 と、 素材 と形式 の経緯か らで きあがった布織 は・そのま ～
で十 分に国民的性格 を、総体 として持 ってい るわけで ある・
以上は、 イスパニヤの騎士道精神の えん源につなが る文学 的表現 α～概 略で あ
る。そ こに あ らわれ る人物はすべて、 同 じ国民 的心情 の基盤 に置かれ、また う
つ し出 され るべ きはずの もので、 彼 らは、中 世紀 の騎=士道精神 の偉大 なる理想
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の嫡出子で あると同時に また、国土圃復戦争 とい うイ スパニヤの精神的環 境の
下 にあって、 明 らかに独特 の相ぼ うを うつ し出 してい る。歴史の上で、また伝
説 の上 で偉大で あった イスパニヤの これ ら騎士た ちは、 少 な く とも根本的様
相 で は、その発生に見 る も、 また発展に見 る も、外部か らの影響 は うけていな
い よ うで ある。 騎士道 とい う普通的理想の、 イスパニヤ人的考 え方か ら、 それ
は生れた ものなので ある。
しか し、あ らゆ る種類 の騎士道精神の反映が、 諸 外国殊に隣邦 フランスにあ
らわれていた と同様 、 イスパニヤに も浸透 していたのが、当 時 の 実 状 で あ っ
た。 その潮流の結果が、 この国に、主 として散文に よる物語文学 を生 み、 しか
も、前 に書いたイス パニヤ本来 の騎 士詩 と併存 していたので ある。 こ㌧にい う
物語文学 も騎 士物語 の ことで、13世紀末に この国に生れているが、 その最初の
痕 跡は早 く、 す で に 賢王 アル フtン ソ10世の治世下に求 め られ る。 これ らの
物語本について、 メゑンデス ・イ ・ペ ラ ・ーヨは 、い み じ く も、 「それ は、 わが
国民芸術の自然発生的産物では ない。 それは、 お くれて根 を下 した異国の植樹
で 、その一時的の盛 んな繁茂 は、 当時の時代的環境に よった もので ある。」 と
い う。それ ら物語本 も、ついには、 この国の風土に馴化す るので ある。
この物語文学 の最初 の作は、13世紀に書 かれた 「ア レキサン ドル物 語」で、
12世紀末、 ラムベ …M-一ル ・ル ・ トールの手 になるフランス語本 の イス パニヤ版 と
で もい うべ きものであった。偉大 なるこの征服者は、 作品 のなかで は、申世紀
風 の騎馬にまたが って現われ、 騎士道 の訓練 をへて、剣 を もった多勢に付 き添
われてい る。 その師 ア リス トテ レスはスコラ哲 学の先生、 アテネの大雄弁 家デ
モステネス も出て くる。 この書物 が、実にイ スパニヤにおけ る騎士物語の先駆
となるので ある。全 く、 ア レキ サ ン ドル は、中世紀的騎士 の姿で描かれ、 シ
ヤル ル大帝時代 の英雄 として うつ されてい るみ たいで ある。 前 に引いた ウ 才ル
フの言葉 を、 こ ＼で も借 りると、 「それ は、騎士道的人間 としての イスパ ニヤ
人 の肖像 を、 われわれに見せて くれ る もので ある。」 とい うことになる。
他の騎士 のタイプとして は、 賢王 アル フ.ン ソの偉大 なる学問的主 導力で は
じま る環境下 に生れた 「偉大 なる外地征服者」 と 「騎士 シ ファール」で ある。
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前者は、やは り、 フランス語 の原本を もとに して、 十字軍の歴史的大事跡のイ
スパニヤ文学の反響 を示 した よ うな もので、1g世紀に ドイツの作曲家 ワグナー一
が、歌 劇 「ローヘ ング リン」 を作 って民衆化 して有名に な っ た 物 語 詩、 後 者ny
は、 もっ と も古い時代の騎士物語のひ とつ と認 め られている。
中世 イス パニヤの騎士道精神は、 無論 、文学作品 として表現 されてい るにと
∫ま らず、精神的 な面での教育指導に も影響 を及 ぼ し、 た とえば哲学の分野で
は、思考の態度にそれが汲み と られ るので ある。 マ ヨル カ島 出 身 の ラ イ ムン
ド・ル ー リオ(1235-1314)のごと きも、 イスパニヤ民族の もつ この騎士道精.
神をは持 して、 著述 と真理 の宣布 にその活動的 な生涯を終 えてい る。わが国に
最初 にキ リス ト教 を もた らした イスパニヤ人 フランシス コ ・ハ ビエ ールの師 と
して余 りに も有名 なイグナシオ ・デ ・ロヨーラその人 のなかに、 もし、一個 の
騎士 たる軍人が、聖徒 に変ぼ うした姿 を見 るとす れ ば、 彼 ラ イム ン ド ・ルー
リオの場合には、一人 の騎士た る吟遊 詩人が、 尊者に変ぼ うした姿を見 る こと
がで きよ う。 その教養、著述 、 思索 的態度 などのすべてか ら、騎士 と吟遊詩人
とが、彼 のなかに同居 して死す ることのなかった彼 の内的生活 を、 われわれは
知 るので ある。名家の子息 として教育 を うけた彼 には、 武事 と、文事す なわち
当時の作詩法がほ どこされたのだが、 彼 の教訓的著作 「騎士道解放論 」は、老
騎士 と若輩の従者 との対話 とい う形 を通 して彼 の うちに ある騎 士道精神 を、 も
っ と も確証づ けてい る もので ある。13世紀 の もっと も偉 大 な る文 学 者、思 想.
家、宗教家であった彼ル ー リオは、 結婚生活幾年 かに して、 フランシスコ会に
入 り、 余生 を教外者の改宗のために力を尽 したので あったが、 彼 の思索 約態度
には騎士道精神が横いつ してい る。知識 を精神的武器 と観念 し、 次 々に彼 はユ
ダヤ人を襲い、回教徒 を襲 って、 彼 らのたま しいを征服してい ったので ある。
闘志で充た された彼 の哲学 は、キ リス ト教 の敵 とぶ っつかると、 彼 らと苦患 を
共にしつ ～、遂には勝利 を ものにす る ので あ っ た。 そ の主 著 「大 芸 術 論」
は、実際、護教論の立場に執 し、 かつ、東方 の異教徒のたま しいに対す る教会
の先制攻撃 を用意 した もので、 一大 と りで であると同時にまた、巨大 な弾薬倉
庫 の感 を呈 してい る述作で 、 これ は、十字軍の戦 法を彼 の心情 の なかに昇化 し
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た もので あったので ある。
騎 士道精神 を興味深 く表 現 した ものでは、 賢王 アル フォンソめ甥の ドン ・ア
アン ・マヌエール(1282-1348)の手に なる 「騎士 と従者 の書」が ある。 すで'
に隠生せ る老騎士 と武装せ る年 少の従者 との間に、 騎 士道 の真髄 について、 こ
れを伝授 する場面が盛 られてい る。
いったい、 それ らしい騎 士物 語の文学的 ジ ャンルが現 われ るのは、15世紀 の
交で あるが、多 くの ものの なかで、真 に読まれ る価 値 ある ものとしては、 「アマ
デ ィース ・デ ・ガ ウラ」が ある。 この物語は、卓抜 なる文体 と、,滋味の ある冒
険が、 自然 な趣 向で運 ばれてお るのだが、 この物語 の重要性 は、他の イスパニ
ヤ文学不朽の名作た る 「ドン ・キホーテ」 につ なが る源泉で あるとい う点で あ
る。 「アマデ ィース ・デ ・ガウラ」につ ぐ物 語 を求 めるな ら、 ドン ・キホー テ
と村の和 尚とが その優劣 を論 じてい るよ うに、 「パル メ リン ・デ ・イングラテ
ルラ」を あげることがで きる。作者 はル イス ・ウル ター ド。
ところで、16世紀 の初頭 に及 ぶ と、 ヨーロ 。パの読書 界はあれほ どまでに風
ぴした 「アマデ ィース 。デ ・ガウ ラ」 も影 をひそめ、 騎 士物語 は落陽 に包 まれ
て、 ヨーロ 。パの空か ら消 えか ㌧っていたので ある。だか ら、 騎士物語 の全 盛
は、せいぜい100年かそ こらで あった。それは、 はか ない 当時の交明理想 の衰
退を くい とめる最後 の力 でしか なかった よ うに思わ れる。 はたして そこに、崩、
れか ㌧った騎 士道的理想 の芸術 再現 の可能性が残 されていたか ど うか、 とい う
ことになると、先ず考 え られ ることは、 古い騎 士のなかに あるたま しいを温存
し、 すでに非現実的 となった気随 な性格 その もの を墨守す ることで あったが、
しかしそのた めには、 特長的 な点 を うん と強調す る ことが必 要 で あ っ た こ と
は、い うまで もなかろ う。 「アマデ ィース ・デ ・ガゥラ」に も、 それが表 わ さ
れてい るので ある。
騎士 とその周囲 を断 ち きる こと、 そ こに も別 の救 いの道が あ っ た は ず で あ
る。すなわ ち、皮肉、懐疑、滑 けい など。 「ドン ・キホー テ」の誕生は、 こ ＼
には らまれていたとい え る。
「ドン ・キ ホーテ」が、 世界文学 の最高傑作の ひとつで あることは間違い な
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い。だが それは、いまだ書 かれた ことの なかった、 もっ と も切ない小説だ と も
云 えそ うで ある。 マンチ ャ村 の郷士 の愁いがお を もって、 騎士が再び世に姿 を
現わすが、 その世た るや、ひ どく冷たい現実 世界で ある。た えず、同胞か ら、
さい なまれ、 あぎけ られ、 侮 べつ され る。恐 るべ き狂気の奈落へ と、人 々のい
ちだん とはげしい高 笑いの なかに、 ついに騎士道的理 想の世界は沈 まん とす る
ので ある。その無残、 冷 酷をわずかにやわ らげている もの こそ、実はセルバ ン
テスその人 の、清 らかに して情 愛ゆたかな、 理 解 と人間味に富 む微笑では ない
だろ うか。に もか 、わ らず、 「ドン ・キホーテ」の読書 感は、 しば しばいわれ
るよ うに、ハ イネのそれ とお なじ く、 笑い よ りもむ しろ涙 を さそ うのは、なぜ
か。
セルバ ンテスが、 「ドン ・キ ホーテ1を 書 いた意図は、 当時の騎士物語に対
す る嫌悪だった ことは事実 に相違 なかろ うが、 もと もと、彼 は騎士物語 の愛読
者で あ り、 かつ賛美者で さえあったので ある。人間、由来笑止の一面 が暴露 さ
れ るに あ らずんば、愛 され ることがない とい うことが真実 な ら、 けい眼 、セル
バ ン テスはま さにそれを見 ぬいていたので ある。 彼は、同時代までの騎士物語
の主 人公たちを嘲笑し愚 ろ うした とい うよ りは、 む しろ、彼 らと と もに 廟 笑
し、 愚 ろ うし去 ったので あって 、セルバ ンテスは、 「トン ・キホーテ」のなか
に、先人た ちの理想化 の型 を作 り上げた ことに なる。 騎士物語詩 に出る偉大 な
る勇士 たちの立 派な手柄 も、 「ドン ・キホーテ 」生 れて は、 悲 劇 的 場 面 に 変
り、また、 マンチ ャ村 の この郷士が、 無 法に ももう想の生んだ 巨人に挑 みか ㌧
ろ うと振いアこ＼んとす るが ご ときに至 っては、 深刻な喜劇です らある。 ドン ・
キ ホー テが世に出たの も、 要は、ま さに死 なん とす る理 想の復活のためだつた
といえよ う。 それは、 先人騎士 たちのだれ もあえてな しえ なか った超人的仕事
で あった。そ して、亡び行 かん とする騎士 の悲 劇性 も喜劇性 も、 こ ＼に存す る
ので ある。騎 士道 とい う人 聞的権威 も、 その全 ぼ うを ドン ・キホーテのなかに
あ らわ してい るので あ る。後述す るロペ ・デ ・ベ ーガが、国民的 、 イスパ ニヤ
的平面上 に騎士道の理想 を見んとしたのに対 して、セルバ ンテスは、,それを世
界的、一般 的な平面 の上に と らえん としたのであ る。
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16世紀、17世紀 にか けては、 ロペ ・デ ・ベ ーガと カルデ ロンの幕 といって も
よい。文芸復興に 目覚 め、近代の あけぼの を知 るに及んで、 伝説 の叙事的素材
は、 こ、に イスパニヤ古典劇 として生 れかわ る。そして、 イ ス パ ニ ヤ古 典 劇
は、前記二者にって展開 されてい くので ある。
ロペ ・デ ・ベ ーガは、 「自然の怪物 」と称 され、戯曲は もちろん、 叙事詩 、
叙情詩、小説 、歴史 と、 その行 くとして可 な らぎるな き才能 を存分に発揮 した
作 家で ある。彼 の生涯 その もの も、 小説 のよ うな冒険 と情熱でつ らぬかれてい
る。その知識 も、神学、哲学、法学、美術、 自然科学 と、 当時の イスパ ニヤに
あった学問 は全部吸収 していた。 天才に神話的伝説 は付 き物 だが、彼 も5才 で
詩 を ものし10才で訳詩 を したとか、13才で脚本を作 り、朝か ら昼までの間に戯曲
一本 を書いた とか、色 々にいs伝 え られてい るが、と もか く2,200篇の作品 によ
って、 イスパニヤ、 い な世界文学 史上に異彩 を放 ってい る。彼 の本領 は何 とい
って も戯曲に ある。 それは25部に分 けて出版 されたが、9部2ノ後 は自分で編集
印刷にたず さわ った といわれ、今 日、 この貴重 な文献の一部がマ ドリ。ドの宮廷
図書館 その他にち らばって残 されてい る。
彼 の劇申 には、各種 の所作 を通して、 騎士道的素材 と霊感が数 多 く働いてい
る ことが看取 され る。騎士物語 は無論 の こと、 多岐 にわた る彼 の神秘 劇、古典
劇、異 国物、 さらに民族の風俗習慣 を扱 った一連の作品 に つい て もお な じ こ
と、文芸復興 によって若返った騎士道精神が、 力強 くその劇 中 に 脈 うっ て お
り、そ こで 、われわれ は、 他 の文学作品申に久 しい間、全 く忘れ られて眠 って
い た中世紀 の精神的価値にまみ える ことがで きる。 ペルシヤの シー ロ、 ボヘ ミ
アのオ トカール、 皇帝オ トーン、 モスコピヤ大公、 フ ェルラーラ公 な ど、 ロペ
の喜劇に あ らわれ る歴史的人物は、 どこか らつれて きた もので あれ、すべ て こ
れ、騎士道精神の再来 として躍如アこる もの を見せ、 昔の国民的物語の英雄 たち
の なかには、ひ と りの悪人 を もつ くらず、 作者 と同時代の人 間の ごと くに、彼
らに感 じさせ、考 え させ、語 らせてい る。
ペ ドロ ・カルデ ロン ・デ ・ラ ・バル カ も、 ロペ とお なじ くマ ドリ。子。同堆
の イエズス会経営の学校に学 び、 の ちサラマンカ大学で神学 を修 めた。1637年
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には、サ ンテ ィヤーゴの騎士 とな り、1640年か ら3年 間、 カ タル ーニ ャの戦 い
に出た。1651年には司祭に任ぜ られ 、 しだいに フ ェリ…-xNL4世のちよ うを得 る
身に なった。 マ ドリ 。ド市当局はまた、毎年、 彼 に聖 さん劇 を書 いて もらって
いた とい われ る。 宮廷詩人 として彼はまた、王室の劇場の ための戯曲や、サル
スエラとよばれ る一種 の音楽的軽歌劇 を も書い てい た。 今日残 っているのは、
120篇の戯曲 と80篇の聖 さん劇 と、 その他の もので ある。 カル デ ロンは、 その
構想において も、その豊かにして微妙 な表現的筆 致 に お い て も、 また人物 の
型の創造 に して も、遠 くロペ には及 ぼなか ったが 、 彼 の戯曲 は、広範 な人々
読 まれ、多 くの模倣追随者 を も生んだ点で、 彼 ほ ど久 し く劇壇 に君臨 した もの
は、かっ てなか った ほ どで ある。 そして、やが て17世紀の ロマンテ ィシズ ム
時期 に際会す ると、誰 よ りもさ きに ドィッに復活す るので ある。 彼 は、時代刃
民族の理想 を表現 した理想主義者で あったか らで あ り、 ロマンテ ィス トに触れ
る純粋 さが、 そ こに あったか らで あろ う。
カル デ ロンの作品 の なかに輝 やか しい頂点 を見せて いる イスパニヤの古 典劇
は、 たしかに外来 の要素を混 えぬ国民 的天才の手 に なる数少 ない産物のひ とつ
で ある、また、 ロペの全 作品 にあふれてい る中世紀的騎士道の面影 は、 その度
合に相違 はあるが、 彼の劇を形成す る要素 ともなっている。彼 らの生 きた時代
は、17世紀の イスパニヤの国 民 精 神 を支 配 した理想 と熱情が、 社 会の上層に
集中 し結晶 していた時で あった。 戦 闘的で帝王 派的 な、 カ トリ。クの神学的理
念 、 神聖 にして侵すべか らざる王へ の従属的存在 と考 え られ た人間 と君主制へ
の賛仰、 あ らゆ る法則にま さる倫理的規 準の表現 としての名誉 とい う観念の な
かに、人間のいっ さいの精神的、社会的生活 を吸収包摂 す ること。一一 ロペの劇
に見 られ る これ らの特長 は、 す ば らしい表 現力 を もって読者に迫 らて くるのだ
が、 ロペを もし も、国民的詩人 とよぶ な ら、カ ル デ ロン の 方 は、 前に も述べ
た通 り、 宮廷詩人 とい うことがで きるのであ る。 ロペと違 って カルデ ロンは、
宮廷 機礼の要求 す るところに従 つて、 その人物 とその問題 を処理 し、彼 の作品
はひ とっの型 にはま らざるをえなか った 。そ こで彼の作品 は、当時の国民生活
の全 ぼ うを呈供せず、 国民的良心 の委託機 関た る宮廷 の、い ～かえ ると、襲 い
/'
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来 った文芸復興の嵐 に抗 して、 騎士道の古い モラル を執 よ うに墨守す る限界内
に と 団まった ものに なってい る。 「カル デロンは、 さなが らにして、古 いイス
パニヤで あった。 光 と影 、偉 大 と欠陥が混滑 し、壮麗豪 華と、わが国衰 微の夢 と、
空 ごと ＼を共に もち、 敗北すれ ども、負けず、び くつか ぎる国民的 誇 りを内に
し、 宗教 心 と君主大事の心根 をおなじ うし、正義 と自由の心 をそなえていた。
要 す るに、落 ち目にはなって も、 そ こなわれ ることのない伝統 の威信 を もって
いたのであ る。 」とは、 メネ ンデス ・イ ・ペラーヨの評言 、 肯 け い に価 し よ
う。申世紀的騎士道精神か らいえば、 カル デ ロンの劇には、 ロペの ごと く、古
い民衆的叙事詩の素材が用い られず して、 近代の なかにそれが うけつがれてい
るので ある。
さて、18世紀に入 る。 この世紀は、 騎士道精神のイスパニ ヤ文 学 に と って
は、危機だ った とい える。 しだいに増大して くるフラシス文化全般の影響下に
立 たされて、騎 士道 の文学 は、 中断の道 に立ち至 るので ある。 イスパニヤ文学
自体 の発展の休止 を、 それは意味す る。そして、自由かっ達 な繁 栄の時代に終
止符を打 って、 自己の価値の再審査の時期がやって くる。 国民 精神の 自己凝集
の 時代が終 って、外来思 潮に眼 を開 くことにな る。国民的創造が止 り、 批判が
始 まるので ある。
イスパニヤ人の独創性や人間的形成には、それ まで、 ほ とん ど外来 の影響 を
うけてい なか った。17世紀 に も、 この国の英雄 的叙事詩 の発展、 完成に役立つ
ほ どの フランスか らの影響 はなか ったのだ し、 イタ リヤについて も同様で あっ
た。 隣邦か らの影響が と うと うとして浸入、 見さかい もな くこの国交学のあ ら
ゆ る分野 を壊 しに かか るのは、全 く18世紀 に入 ってか らの ことで 、 以降、/ス
パニヤ国内に生れ るフランス風 の模倣が主潮 とな り、 自己の もの と な っ て い
く。す なわち、 エ ンサ イクロペデ ィス トたちに よって揚言 された コスモポ リタ
ン的理想 を名 とす るフランス国民 の考え方 、 感 じ方 を、容易には うけつけよ う
としなかったイスパニ ヤの伝統 的精神のか らが、 こ ㌧で破 られ ることに なるの
であ る。 由来、 イスパニヤ精神は、しご く激越に して、本能的 、自己発動的で、
内部に何か狂的な もの を隠し、 ひ とつの独創的表現 のなか に自己表白を見出 さ
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ん とす る。 これに反 して、 フランス精 神は、よ くいわれ るよ うに、いん ぎんに
して反省 的で、洗練 されてい る。 十分 な る理性の さ ＼えと、古典主 義の理想 を
吸収 した急進的危機意識の下 にあって、 それは、大 きく伸 長の機 に際会 してい
た世界の、あ らゆ る方向に窓 を開 かん としてい るのであった。
17世紀の.dスパニヤに、 もうい ちど眼 をひるがえす と、それは、15世紀、16世
紀の間に実現 され担巨大 な創造的発展の後・ すべての面 で枯渇 を うったえてい
た。凋 落の期 にあたって考 え られ たことは、 前記2世 紀 の間に膨脹 した創造的
精力の ばか ばかしい浪費の生活で あった。 イスパ ニヤ国民の 消 耗 され た精 神
は、ピ レネーを越 えて くる思潮を、 終始欣然 と うけいれ る ことに なるの も当然
であったろ う。 この強大 な外来思潮の襲来 に よる犠牲 は、 こ ＼にあ らためて述
べ るまで もな く、 申世紀的叙事詩が意味 する もので あ り、それまで イスパ ニヤ
文学の独創性の骨格 となっていた英雄精 神であ り、 騎 士道精神であったのであ
る。 イスベニヤ国内で は盛 んに フ ランス物 の翻訳、模倣がお こなわれ、文士 た
ちの問に熱心 なフランスかぶれ を生んだ。 しか し、 こ ㌧に国民精神 の反動 を誘
発 しなか ったのは、 以上 のよ うな外来思潮の受入れが、必ず し も全般 的 な もの
で なか ったか らであろ う。 ともあれ、 その作品 に、 イスパニヤの騎士道精神が
生 きていた この国の偉 大なる過去 の作家たちの面影が、 完全にひっそ くす るま
でに至 らなかった ことはあ らそえない。 当時の知識層 のなかに も、時流 に抗 し
つ ～イスパ ニヤの伝統 精神 となってい た騎士道精神 と、 もうひ とつ、神秘精神
の ことを、 しばしば問題に してい た ことを うか 団い知 ることが で き るの で あ
る。なかんず く、注 目されていsの は、18世紀 にお け るイスパニヤ思 想界 の代
表 的人物 で あった フライ ・ベ ニー ト・ヘ ロニモ ・フェイホ オ と プ ア ン 。パ ブ
ロ ・フ ォルネールの2人 で あ り、 彼 らは当時の フランス的風 潮に対 す る頑強 な
敵手で あった。前者は、 文学的思想 において ロマンテ ィシズ ムの真の先駆者で
あった し、後者はまた、 当時のペダ ンテ ィツクな連申 の無智 さか げんに痛撃 を
加 えてい る。そして、 早 くか ら、 ちゆ うち ょす ることな くイスパニヤの古典劇
を批判 した彼 フ ォル ネール も、 晩年に はロペや カルデ ロンに賛辞 をしるしてい
る。 置
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詩 の方 で は 、・フ ア ン ・メ レン デ ス ・バ ル デ ー ス 、1ガス パ ー ル ・メル チ 。'一'ル・
デ ・ホ ベ リャー ノス 、マ ヌ エ ー ル ・ホ セ ・キ ン タ ー ナ 、 ニ カ シ オ ・ア ル バ レ ス ・
デ ・シ エ ン フ ヱ ー ゴ ス 、 プ ア ン ・ニ カ ー シ オ ・ガ リ ヱー ゴ、 トマ ス ・デ ・イ リ
ア ール テ、 フ ヱ リ ッ クス ・マ リア ・デ ・サ マ ニ ェ ー ゴ 、 レ ア ン ド ロ ・フ ェル ナ
ンデ ス ・モ ラ テ ィー ン 、 そ の 他 が 、 過 去 の イス パ ニ ヤ の 騎 士 道 的 伝 統 と、 は っ
き りと決 別 し て い るに 反 して 、ホ セ ・デ ・カ ダル ソが 、そ の 詩 作 「しず か な 夜 」
で ロマ ン テ ィシ ズ ム を示 し 、 伝 統 に 執 す る活 力 を 見 せ て お り、 ニ コ ラ ス ・ フェ
ル ナ ンデ ス ・デ ・モ ラ テ ィー ン な ど も、 英 雄 的 、 騎 士 道 的 内 容 の 詩 作 を もの し
て 、 古 い 叙 情 風 の 叙 事 詩 の 脈 絡 を 蘇 生 せ し め た 。 フ ラ ン ス の 古 典 劇 の 模 倣 を無
数 に 生 ん だ18世紀 の イ ス パ ニ ヤ 戯 曲 の な か に あ っ て も、 カ ン デ ィ ド ・マ リア ・
トリゲ ー ロ ス や デ ィオ ニ ー シ オ ・ビ リ ャ ヌ エ ー バ 。イ ・オ チ 。一 ア な どに よ る
古 い 喜 劇 を素 に し た 作 品 中 に は 、 騎 士 道 精 神 の ひ らめ きを と ズめ て い る こ と を
指 摘 し な けれ ば な る ま い 。
V
古典主義に対 す るロマンティシズ ムの理解は必ず し も単純 と思われない し、ま
た、 こ 、に それ をしるす こと もないので あ るが、す くな くと も、その表現法 とし
て一般 的には、珂 らかの驚 き、異常 、何か予期 せ ざる もの、異種夕}来の ことを求
め る心理 を意味 しよ う。 ところが、 イスパニヤについては これ は必 ず し も当 ら
な い。 この国に あっては、 広 い 世界的な もの ＼なかにおけるイスパ ニヤ的な も
の ＼新 しい価値 づけとして理解 さるべ きだ し、その ことはすなわ ち、 ヨーロ。パ
全史 における精神文化の最高 の典型 としての、 国民的騎士道の再発見 とい うこ 、
とにな るので ある。 真正の イスパニヤ的な ものへの回帰 は、けだ し、感情的な
反動や、単な る変化愛好の結果に よる ものでな くて、 良識 と反省 の道程 をへて
辿 りつ くものでなければな らなか ったわけで ある。
ロマ ンテ ィシズ ムの起源 は、 い うまで もな く英国および ドイ ツに求 め られ る
が、 ヨ・一ロ 。パに ロマ ンテ ィシズ ムの運動 を形成せ しめるに至 っアこ知的な らび
に感情的な要素は、多かれ少 なかれ、19世紀 の イスパ ニヤに もあっfc。東方諸地
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域 、地 中海沿岸諸国への思慕、 中世時代の理想主義的高揚、民衆的、伝統 的な
ものへの傾倒な どがそれで あった。 そ こで 、かっては、けん らんた る黄金世紀
の文学の花 を生んだ彼 の中世紀的騎 士道の理想 を、 再 び、実 らさん とす ること
にな るので ある。英国、 ドイツな どの ロマンテ ィシズムの古風 な傾 向に くらべ
ると、 イスパニヤ文学のなかに は、 自由主義 的、個 人主義的、および フランス
風の革命的思潮 さえ もが強 く入 りこんだ。 そして 、と もか く、 この新 しい文学
運動は、 文人墨客の詩藻 を大いに高 めたので あ る。由来 、申世紀の精神は、キ
リス ト教 の伝ぱせ ると ころに従い、 その潮流 を流 したので あ り、従 って、それ
を受けいれ る諸 国個有の国民 的感情 か らくる独 自の形態 をおびたキ リス ト教的
意味が出 ることにな る。そ こで、 ロマン テ ィシズ ム も、珊い異教的古典主義の
考 え方 とは正反対 のキ リス ト教的思考 を展開す る。
対象 をギ リシヤ、 ローマの古典芸術 に求 め、 その傾倒 か ら生 れ だ 文 芸 復 興
も、時代 とと もに盲従 的な模倣 の潮流のなかに退潮 を来た さんとす る。 この よ
うな結果にす くなか らず貢献 してい るのは、 ヨー ロッパ諸国民の歴史的な起源
につ いての、いっそ う正確 にして深い 当時の研究で あって、 それは国民精神本
来の純粋性 とか独 自性 とかを明 らかにす るかの ごと くに考 え られ、 人 々の国民
文化の伝統熱 を 目覚 め させ 、 かつ文学的創造の希望 を もた らせ たので あ り、 こ
の よ うにして中世紀的騎士道精神 の復興運動が あ らわれたので あった。
1810-20年および1823-28年の間の、専 制 的 政 治 体 制 の7め 、 ■スパニヤ
の知識人 グループは英 、仏、伊 な どの諸国へ亡命す るが、 やがて間 もな く帰国
す るに及んで、 亡命先か らもた られた各地の さまざまの運動 が喧伝 され、 ロマ
ンテ ィシズムはイスパ ニヤ国 内では 予想以上の混 とん とした様相 を現 わした。
が 、 フランス革命 よ り生 じた破壊 的思想に くらべ ると、 この国では、む しろ、
復 古的 ロマンテ ィシズ ムの道がひ らかれて行 くので ある。 つま り、し烈な教権
反対 と、急激な思 想解放 の原理が、 純粋な伝統主義や古い宗 教的感情 の高揚 と
同時に説 かれたので あった。 ロマ ンテ ィシズ ムの開花、騎士道精神の文学的復
活 も、要す るに、 イスパニヤ文学のなかに流れ る国民精神 の深 さと、 執 よ うさ
の いかに根深い ものであるかを証す る もので あろ うが、 実際、 イスパニヤ文 学
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は ロマンテ ィシズムの来 る前 にすでに十分 ローマ ン主義的だ った とい えるので
あ る。 ロマ ンテ ィシズ ムに とっては、 また とない土壌 をそ こに得 て、伝統的 な
イスパニヤ精神が姿をあ らわ したので ある。19世紀か ら20世紀にかけて、 ロー
マ ン主 義 を通 して、 騎士道 的理想の跡 をイスパニヤ文学に残 した作者お よび作'
品 とな ると、 その数 の多 きを嘆 かねばな るまいので、 こ ㌧では、 その伝統 を保
つ た偉大な る3人 、ホセ ・デ ・エス プロンセ ーダ(1808-42)と、 リーバ ス公
アンヘル ・デ ・サアベ ドラ(1791-1865)と、 ホセ ・ソ リー リャ(1817-93)
の 名 を あ げ るに とs'め、1818年にはじめてス コ ットな どロマンテ ィシズ ムの
翻 訳小説 がバ レンシアで出版 、1821年にはまた、 「ヴ ェル テル」 も翻訳 、 出版
㌔
されてい ること、1823年には雑誌 「エル ・エ ウロベーオ」が創刊 され、 同誌上
に ロマンデ ィシズ ムをめ ぐる諸論文が盛んに 掲載 された ことを終 りに しるして
.おきナこL、。
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